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「卒業・修了する子どもたちに」
校長 田中 省一

「何も咲かない寒い日は下へ下へと根を伸ばせ。
やがて大きな花が咲く」

日本女子陸上界に史上初となるオリンピック金メダルをもたらした“Ｑちゃん”こと高橋尚子さん（シ

ドニーオリンピック女子マラソン金メダリスト）が，高校時代の陸上部監督から贈られた言葉だそうで

す（元々は，元三洋電機副社長：後藤清一氏の言葉で，著書の『リーダーズノート』に収められている

言葉）。

高橋さんは，今でもテレビ番組やインタビューで座右の銘を聞かれると，この言葉を返しているそう

です。高校を卒業し，社会人になってからマラソンに転向したものの，３年間芽が出なかった時に，こ

の言葉を胸に１歩１歩走り続けてきたそうです。

真夏のフルマラソンは最も過酷な競技ともいわれますが，シドニーのレース前に「あとたった42.195k

m」と言い，レース後には「短く，楽しい42.195kmでした！」と

愛嬌のある笑顔を爆発させました。

高橋さんの練習量はマラソン選手の中でも群を抜いていることが有名で，

追い込み期には酸素の薄い3500ｍの高地で，月間1200km以上走り込んで大会に

挑んでいたそうです。圧倒的な練習量から湧き起こる自信があるからこそ，先ほどのような言葉が出た

と思います。

さて，３月２３日には５３人が卒業し，２４日には２０９人が修了を迎えます。新しい学校，学年に

進む全員に「何も咲かない寒い日は下へ下へと根を伸ばせ。やがて大き

な花が咲く」を贈りたいです。
人間は，自分で自分の成長を感じられないとき，練習や勉強が苦痛になっったり，諦めたりすること

があります。しかし，そんなときこそ，自分自身を信じて努力を続けられたら，必ず何かを得る日がく

ると私も信じています。

喜界島の，日本の，いや世界の未来を支える子どもたちにも，なかなか芽が出ない時こそ努力を続け，

夢の実現に向かって羽ばたいてほしいと願ってやみません。

最後に，令和４年度の卒業・修了を迎えるに当たり，

保護者・地域の皆様の本校教育活動に対する

ご理解とご協力に心から感謝申し上げるとともに，

今後とも変わらぬご支援をお願い申し上げます。ありがとうございました。
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※行事は変更になる場合があります。週報やお知らせで御確認ください。

日・曜 行 事 等 日・曜 行 事 等

６日（木） 新任式・始業式・入学式 １９日(水) 知能検査(２，４，６年)

PTA企画委員会 ２０日(木) NRT学力検査（～２１日）
１３日(木) 学級 PTA PTA合同専門部会 ２６日(水) 授業参観 PTA総会

PTA評議員会 尿検査（～１４日） 特別支援学級学級 PTA
１８日(火) 全国学力・学習状況調査（６年生のみ） ２８日(金) 交通安全教室

家庭訪問：１４(金),１７(月),１８(火),２０(木),２７(木),２８(金)

３年生が，学校園に苗植えしたそら豆の実の収

穫をしました。たくさん採れたそら豆は，後日，給食でそら豆ご飯として全校

児童，職員に振る舞われました。採れたてのそら豆は柔らかく，ご飯との相性

もぴったりで，とてもおいしくいただくことができました。

指導してくださった営農支援センターの方々，調理してくださった防災食育

センターの方々，本当にありがとうございました。

そら豆の収穫

４月の行事

ありがとう６年生，学級の先生，お友達。

卒業を前に６年生と全校児童が交流する会が行

３月２３日に卒業式を行います。練習では，６年 われました。それぞれの学年から６年生にむけて

生が最後の晴れ舞台に向けて，卒業証書の受け取り 励ましや，お礼の言葉を述べたり，歌を歌ったり

や，別れの言葉を真剣に丁寧に確認していく姿が見 しました。

られます。また，６年生の門出に花を添えようと， また，５年生の音頭に合わせて全校児童から６

５年生も一生懸命大きな声で歌を歌おうとする様子 年生に花向けのエールを贈る場面もありました。

が見られます。 卒業式には５年生

思い出に残る素晴らし しか参加出来ませ

い卒業式になるように， んが，最後に全校

最後までしっかり仕上げ 児童で６年生と交

てあげたいと思います。 流をする機会もつ

ことができました。

卒業，進級に向けて

卒業式の練習
６年生を送る会

全校児童で喜界町総合グ

ラウンドに出かけました。

６年は１年生と手をつない

で，安全に気を付けて仲良

く歩いて行きました。

グラウンドでは，今年一

緒に勉強を頑張った担任や

級友とレクリエーションを

する姿や，学年を超えて学

校からもってきたボールや

跳び縄でみんなと交流する

姿も見られました。

お別れ遠足

例年，遠足の日は「お弁当の日」に設定

しています。材料の購入から調理，後片付

けまで全て自分でする児童もいれば，調理

は難しいから，盛り付けを手伝うなどの児

童もおり，それぞれの形で弁当作りに取り

組みました。

遠足で食べ

る自分で作っ

たお弁当は「最

高」の表情を

浮かべる子ど

もたちでした。

お弁当の日
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